
 

 

 

 
令和５・６年度 板橋区青少年問題協議会提言 

不登校の背景を的確に捉えた多面的な支援の実現に向けて、今後の事業施策に反映すべき「３つの観点」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業施策において考慮すべきＡＡＲサイクル 

不登校の背景を的確に捉えた、多面的な支援の実現に向けて  ～令和５・６年度 板橋区青少年問題協議会提言（概要版）～ 

令和５・６年度の協議テーマについて 

テーマ設定の経緯 

板橋区立の小中学校において不登校児童・生徒数が過去に類

をみないほど増加しており、将来の社会を担う子どもたちが

社会的に自立できるための環境整備の必要性が急務となっ

ている。本協議会において、個々の児童・生徒や家庭の状況

に応じた適切な対応を図る方策について協議することとし

た。 

協議するべき課題と、課題解決に向けての専門部会の設置 

◎多様化している不登校の要因を適切に把握し、個々の状況

に応じた支援をしていく必要性 

➡「アプローチ手法検討部会」 

◎幅広い領域にわたる支援機関等との連携を含め、多種多様

な居場所の機能をさらに充実させる必要性 

➡「居場所検討部会」 

 
提言に至るまでの協議経過 

○第１回全体会（令和５年 10月） 

・審議テーマの設定及び専門部会の設置について 

●第 1回専門部会（令和６年２月） 

・不登校の要因・原因・状態を鑑み、想定されるアプローチ

手法検討について（アプローチ手法検討部会） 

・不登校の要因・原因・状態を鑑み、有効な居場所・あると

よい機能について（居場所検討部会） 

●第２回専門部会（令和６年７月） 

・不登校の背景を的確に捉えた、多面的な支援に向けて「何

が必要か」 

●第３回専門部会（令和６年９月） 

・提言内容の調整及び提言案の構成 

○第２回全体会（令和６年 11月） 

・提言案作成に向けての専門部会協議経過報告 

●第４回専門部会（令和７年２月） 

・提言案の調整 

○第３回全体会（令和７年３月） 

・提言案の審議 

 

 

９ 子ども・家庭や支援者への活動支援 ８ 子どもを支援できる多様な地域資源や人材の発掘 

支えあい 

Ａ（Anticipation・見通し） 

積極的なアプローチ・アウトリーチ

による情報収集を行うことにより、

子どもにとって学びの機会や人とつ

ながる機会が希薄にならないよう支

援の見通しをたてる 

Ａ（Action・行動） 

学校や第三の居場所などの地域資源

を積極的に活用し適切な支援を行う

ことで、個々の適性に応じた居場所

をつくるとともに、子どもの社会参

加を促す Ｒ（Reflection・振り返り） 

子どもの主体的な意見や支援機関同

士の情報共有をもとに、現状の施策

が理想的な支援につながっているか

を振り返る 

▼問題把握による未然防止 

▼支援に向けての環境整備 

 

▼子どもからの意見聴取 

▼支援機関同士の情報共有 

▼施策内容や支援体制の改善 

学び 
 

３ 子どもの社会参加

を促す機会の創出 

４ 子どものニーズに

応じた環境の整備 

６ 多様な将来設計への道筋創出 

５ 子どもの主体性を伸ばす魅力ある 

授業やプログラムの共有 

子どもの意見聴取 

（安心・安全な教育を検討するためのアンケート） 

・小中学校在学時に不登校の時期があった高校生の生の声

を聴取。（都立高等学校２校の定時制生徒 40名） 

 つながり 
 

２ 支援情報についての積極的な情報発信

と周知強化 

 

 

７ 適切な支援に向けての支援機関同士の 

連携強化と情報共有 

１ 積極的かつ継続的なアプローチによる

情報収集 

 

安心・安全な環境 子どもの権利 


